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自由貿易体制下の英国糖葉(1)

一 ダ ン ピ ン グ1)の 諸 相 と砂糖 イ ン タ レス トの 動 向 を中 心 に一

大 沼 穣

1は じ め に

砂 糖 は重 商 主 義 期 英 国 の再 輸 出 貿 易 の 枢 要 な 品 目で あ り,そ の た め英 領 西 イ

ン ド砂 糖 植 民 地 の経 済 的 意 義 も きわ め て 大 き く,本 国 議 会 で の 西 イ ン ドイ ン タ

レ ス トの影 響 力 の強 さ も広 く知 られ て い る。 そ して こ の時 期(18世 紀 ～19世 紀

初)の 砂 糖 プ ラ ンテ ー シ ョンや 砂糖 イ ン タ レ ス トにつ い て は研 究 の 蓄 積 も 厚

い2)。

これ に比 して19世 紀 中葉 以 降 の 英 国 糖 葉(本 国 精 糖 業 者 お よ び植 民 地 粗 糖 生

産 者)の 動 向 は 必ず し も明 らか で は ない 。 概 略 以 下 の経 過3)を 辿 った こ とは知

られ て い る、 即 ち,1874年 に 砂糖 関 税 が 廃 止 され,英 国 は世 界 最 大 規 模 の砂 糖

の 自由市 場 と化 した 。 既 に19世 紀 初 頭 か ら甜 菜 作 付 が 広 ま っ て い た欧 州 大 陸 部

1)砂 糖 につい てダ ンピング概 念 を用い るのは必 ずし も一 般的ではない。輸 出国に於ける生産 費 と

対外価格 の関係が解 明 し尽 くされていない上 に,同 時代人はむ しろ輸 出補助金(制 度)bounty

(Sys亡em)と 呼 んでいた。従 って単 に安価で大量 に輸入 されたケース を排除で きないの である。

ダ ンピング概念 を詳細に検討 し精緻化 を図 った油木豊吉の著作 〔33〕は 「ある商 品を外 国市 場に

向け てこれ と同一 の商品を国 内市場で販売 する よりも一 層儒廉 な価格 を以て販売 するこ と」(56
ペ ージ)を ダ ンピングと定義 し,当 該時代 の砂糖輸 出補 助金供与競争 につい て も明.決に 「公 的奨

励金 ダ ンピング」 と規定する(286ペ ージ)。 また矢 内原忠雄 〔32〕もこの事態 を ダンピングとし

て叙述 する(395～9ペ ー ジ)。 本稿の用 語法 もこれ に則 ってい るもの の,上 記 の ケース も局面 に

よ っては包含 する もので ある。

2)例 えばWilliams,E,〔30〕 ∫巻末の参考文 献表 を参 照。 邦訳書第2巻 末9～31ペ ージQ本 邦 では

川北稔 〔18〕を参 照。Davis.R.,〔9〕,PP.110-125の 統 計に よれば西 イン ドは1820年 代 まで本国

の需 要の90%を 供 給 した。

3)欧 州 の砂糖 ダンピング競争 をめ ぐる著 作 ・論文 と して以下 の ものがある。Schippel,M..〔26〕I

Prinsen-Geerligs,[H,C.,〔25〕;Deer,N.,〔 ユ0〕;河津遇,〔19〕;堀 宗一 〔13〕;矢内原忠雄,

〔31〕;河西勝,〔17〕 。各国↓ヒ較統計 としてはPaasche,H.,〔24〕1農 商務省農務局,〔23〕1台 湾

総督府 民生部 殖産 局,〔28〕;糖 葉改 良事務 局 〔29〕1が有益で ある。
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諸 国 は そ の た め 英 国 市 場 めが け て熾 烈 な ダ ン ピ ン グ競 争 を展 開 し.英 領西 イ ン

ド植 民 地 ・本 国 精 糖 業 者 は 激 増 す る砂 糖 需 要 に もか か わ らず 壊 滅 的 状 況 に陥 り,

保 護 貿 易 を求 め て 共 闘 し 「公 正 貿 易 運 動 」 の 担 い手 と して登 場 す る。

この 砂糖 の ダ ン ぐン グの 実 態 と糖 葉 関 係 者(砂 糖 イ ンタ レス ト)の 対 応 は ど

の よ うな もの で あ った の か,本 稿 で は 今 日なお 不 明 な点 の多 い この問 題 につ い

て可 能 な 限 りそ の解 明 に 努 め た い 。

な お,ダ ン ピ ン グに は2つ の 局 面 が 存 在 した と考 え られ る。1)1880年 代 半

ば ま で一 棒 砂 糖(精 糖)ダ ン ピ ン グ十 粗 糖 ダ ン ピ ング。H)1880年 代 半 ば 以 降

一 粉 末 糖(精 糖)ダ ン ピ ン グ+粗 糖 ダ ン ピン グ
。 この2局 面 の ダ ン ピン グの進

行 過 程 は砂 糖 イ ンタ レス ト内 の それ ぞ れ の利 害 を錯 綜 させ,共 闘 を事 実 上 解 体

させ た。 そ の詳 細 に つ い て まず 検 討 を加 え ダ ン ピ ン グの 趨 勢 につ い て も計 量:的

に 明 らか にす る。 そ して更 に 同 時期 の 関税 改 革 運動 との か か わ りにつ い て 触 れ

た い 。

11砂 糖インタレス トの構成

一般 に 砂 糖(甘 庶 糖)の 生 産 ⊥ 程 は粗 糖 生 産 ⊥ 程 と精 糖 生 産工 程 の2段 階 に

分 か れ るが,英 国 で は 重 商 主 義 期 以 来,西 イ ン ドを 中心 とす る熱 帯植 民 地 が 前

者 を,そ して 英 本 国 が 後 者 を担 う伝 統 が 続 い て きた。1870年 代,両 者 は 以下 の

状 況 に あ った 。

a).本 国 精 糖 業

英 国 の精 糖 業 は生 産 品 目に 応 じて2種 類 に分 か れ る。1つ は捧 砂 糖 業loaf

sugarindustry,他 方 は粉 末 糖 葉(soft)moistsugarindustryで あ る。 前 者

は ロ ン ドン,ブ リス トル,後 者 は ク ラ イ ド,リ バ プ ール に立 地 した4)。(西 イ

ン ド粗 糖 を用 い た の は後 者 で あ った 。)

本 国精 糖 業 に於 て は初 期 の ダ ン ピ ン グ と前後 して 一 定 の 技 術 革 新 は 完 了 して

い た のが 特 徴 的 で あ る。 真 空 結 晶缶,遠 心 分 離 器 の 導 入 に よ って 精 糖 工程 に要

4)Beachey,R.W.,〔2〕,PP,48-49.
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す る時 間 も,3週 間(1862)か ら2日(1879)に 短 縮 され る に至 った5)。

利 害 団体 と して は,1872年,初 期 の ダ ン ピ ン グに 直 面 して 全 美 規 模 で結 成 さ

れ た 「英 国精 糖 業 者 協 会BriしishSugarRefiner'sAssosiation」 が あ った 。 し

か し実 際 に運 動 を牽 引 した の は,地 理 的 時 間 的 に 真 っ先 に 大 陸 か らの ダ ン ピ ン

グに晒 され た ロ ン ドンの棒 砂糖 業 者 ダ ソ カ ソDuncan,J,マ ー チ ノ ーMarti・

neau,Gら で あ った5)。

b)西 イ ン ド植 民 地

19世 紀 初 頭 に は西 イ ン ドは 「領 有 す る意 味 もな い植 民地 」 へ と転 落 し.本 国

砂 糖 市場 で の シ ェア の低 下 も顕 著 で あ った。 しか し,古 くか ら砂 糖 植 民地 と し

て 開 発 され尽 く した 島嶼 に比 して,比 較 的 新 し く(19世 紀 初 頭)英 領 に編 入 さ

れ た トリニ ダ ー ド島,英 領 ギ ア ナ の両 地 域 は土 壌 も肥 沃 な フ ロ ンテ ィア で あ り,

砂糖 生産 と技 術革 新 の 拠 点 と な った7》。

この2地 域 は ドイ ツか らの先 進技 術g摂 取 にっ と め,真 空 結 晶 缶 の導 入 に よ

って 砂糖 の 加 工度 を高 め,昔 な が らの 黒 砂 糖muscovado生 産 か ら結 晶糖crys-

talsugar(準 ・精 糖)生 産 へ と脱 却 した 。 ト リニ ダ ー ド島 に は 規模 の利 益 を図

る集 中工 場centralfactoryが 建 設 され,経 営 も軌 道 に乗 った 。 ギ ア ナ に は 集

中工 場 は なか った もの の,そ の近 代 的設 備 は優 に それ に匹 敵 した。 それ 以 外 の

島嶼 で も遠 心 分 離 機 が 導 入 され,黒 砂糖 の生 産技 術 も改善 され つ つ あ った8⊃。

西 イ ン ド植 民 地 の利 害 代 表 機 関 と して は,18世 紀 初 頭 に そ の起 源 を もつ西 イ

ン ド委 員 会WestIndiaCoinitteeが あ り,そ の議 長 ラバ ッ クLubbock,Nは ト

リ三 ダ ー ド島 の集 「[工場,ギ ア ナの 大 プ ラン テ ー シ ョ ンを保 有 す る,"Colonial

Company"の 経 営 者 で あ った。(ま た,"Col。nialBank"の 支配 人director

5)Beachey,R.W.,〔2〕.p.56.技 術 革 新 の拠 点 ぽ ス コ ッ トラ ン ド→ リヴ ァ プ ー ル→ ロ ン ド ン と

南 下 しっ っ移 動 し た。(Hugil,A,.〔 工4〕p.29)な お 真 空 結 晶 缶 遠 心 参 離 器 に つ い て,前 者 は

糖 液 を濃 縮 す る煎 糖 工 程 に,後 者 は 糖 液 を純 化 す る分 蜜 工 程 に 用 い られ る。(平 野 哲 郎,〔12〕,

13ペ ー ジ 参照)

6)Brown,B.H.,〔8〕,p.40.

7)市 川 承 八 郎,〔16〕,197-8ペ ー ジ参 照 。

8)Beachey.R.W.,〔2〕,p.58,p.84参 照 。
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で も あ っ た 。)し た が っ て,こ の 両 地 域 が 西 イ ン ド委 員 会 の 基 盤 で あ っ た9㌔

IIIダ ン ピンゲ の 趨 勢

a)ダ ンピングの起源と種類

欧州大陸部諸国は.方 法の相異はあれ甜菜の生産そして輸出を奨励した。例

えば一定の甜菜に対 し産糖量を低 く見積 もって課税 し,超 過産糖量は免税扱い

とす るドイツの税制(1串41～92)は ドイツの砂糖生産 を量質ともに向上 させた。

また ドイツに倣 って粗糖に対 し精糖量を低く見積 もって課税し,超 過免税分 に

ついても輸出の際に戻税を交付するフランスの税制(1884年 以降)も 生産量 ・

輸出量を向上させたユ0)。

これ ら欧州大陸部諸国は国内消費への課税をもって輸出補助金の財源に充て

たため,生 産費以下での輸出が可能であった。このようにして,英 国が1874年

に砂糖関税を廃止 して以降,こ の巨大な自由市場めがけてダンピング競争が展

開された。その過程で英国市場では砂糖の低廉化 と需要の増大(表1参 照)が

表1英 本 国の砂糖 消費量

年

ユ840

1850

1860

1870

1880

1890

1900

表2ド イ ツの砂 糖 生 産 高

(1880～85)

年

1880/81

1881/82

1882/83

1883/84

1884/85

生産高(万t)

57.3

62.2

84.9

96.2

114.7

Schuchart,T.,〔27〕,S.ユ4,よ り

LordFarrer,FreeT【adeversus

FairTrade,London,1904,PP.464

-5 .よ り

9)Beachey,R.W.,〔2〕,p.163な お う・㍉ クの役 職 に つ い て はWho'sWho(1909),お よび

WhowasWho(1916)を 参 照 した。

工0)と り あ えずBeachey,R.W.,〔2〕,p.48,p.58参 照 。
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相 互 に 作 用 しっ っ 進 行 し,上 質 糖 ・甜 菜 糖 の消 費 が 一 般 化 した1%

この ダ ン ピ ン グに よ って 大 量 の 精 糖 お よ び粗 糖 が 英 本 国 に流 入 した。 精 糖 ダ

ン ピ ン グは謂 わ ば 完 成 品 の ダ γ ビン グで あ り,英 本 国精 糖 業 の存 亡 を左 右 す る

もの で あ った 。 他 方 で 粗 糖 ダ ン ピン グは 西 イ ン ド植 民地 の粗 糖 生 産 者 に対 し,

粗 糖 の市 場 価 格 を下 落 させ る こ とに よっ て利 潤 を減 少 させ.そ の生 産 を直 撃 す

る もの で あ った が.木 国 精 糖 業 者 に とっ て は原 料 を低 廉 に供 給 す る もの であ っ

た 。(し か し精 糖 ・粗 糖 の 価 格 が や が て接 近 し,精 糖 業 者 に利 ザ や減 少 の危機

感 を もた らす こ と とな る。)こ の よ うに 精糖 ダ ン ピン グと粗 糖 ダ ン ピン グ で は

そ れ ぞ れ 被 害 を蒙 る当 事 者 が 異 な って い た こ とに留 意 す べ きで あ ろ.う。

b)棒 砂 糖 業 衰 退 の始 ま り(～1876年)

1870年 代 に フ ラ ンス ・オ ラン ダか ら棒 砂 糖(精 糖)が 流 入 し始 め た 。 普 仏 戦

争後,フ ラ ンス は 補 助 金 を倍 以 上 に 引 き上 げ,1872年 の英 国市 場 は パ リ産 の 棒

砂糖 で あ ふ れ た とい う12〕。 棒 砂 糖 業 の衰 退(1880年 に は2業 者 を残 す の み とな

った)は 砂糖 イ ン タ レ ス トの危 機 感 を強 め,公 正 貿 易 運 動 参 加 の契 機 とな っ た。

しか し実 際 には 棒 砂 糖 業 者 は粉 末 糖 葉 へ の 品 目転 換(資 本 移 動)を 遂 げ てい た

こ と,そ して 折 柄 の粗 糖 ダ ン ピ ン グは原 料 を 安 く供 給 す る こ とに よ って 粉 末 糖.

業 の 拡 大 を もた ら した こ と18)もあ っ て,精 糖 業者 が結 束 して 事 態 に即 応 した と

は 言 い が た い 。 何 よ り も粉 末 糖 は欧 州 大 陸 部 諸 国 で は まだ 生 産 が行 なわ れ て お

らず 競 合 しない 品 目で あ っ た。 それ 故,こ の 段 階 で被 害 を蒙 った の は,英 本 国

で は 棒 砂 糖 業 者 に限 られ た9

c)本 国 ・植 民 地 砂糖 イ ン タ レ ス ト共 闘 体 制 へ(1876～1884)

西 イ ン ドに とっ て木 国砂 糖 市 場 で の シ ェア 低 下 は顕 著 で あ った が,そ れ は 本

国 で の 砂 糖 需 要 の急 増 に対 して西 イ ン ドの生 産 ・輸 出 が頭 打 ち に あ った た め で

あ った 。1870年 代 を通 じ約20万 トソの粗 糖 が 本 国 へ 向 け られ て い た 。西 イ ン ド

11)ML【 嘔,S.,〔22〕 は砂 糖 が 資 本 主 義 発 達 の過 程 で,貧 民 層 に 至 る勇 働 者 階 級 に安 価 な カ 「・リー

源 を提 供 し,.労 働 力 の再 生 産 コス トを低 下 させ る役 割 を果 た した こ と を示 唆 す る 。

12)Martineaロ,G.,〔20〕,p1工8.参 照 。

13)Brown,B.H.,〔8〕,p.40参 照 。
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〔出典 〕

〔価 格 〕H.M.5.0.,StatisticalAbstracしfortheUniしedKingdomineachoffast

fifteenyears(from1872toユ8串6),PP.130-1;(fro皿1881toユ895),PP.154-5;(fro皿

1889to工903),pp.182-3;(fro皿1900to1914),PP .258-9.〔 輸 入 量 〕B,P.P.,〔3〕.PP.

632-57;H.M.S.0.,StatisticalAbstractfortheUnitedKingdo皿ineachoflast

fifteenyears(from1872to1886)B.P、P.,〔6〕,p.378;Paasche
,H.[24〕S.76.

にとって棒砂糖業が衰退 しても,粉 末糖葉がその受皿 となっている限 り,支 障

はなかったが,欧 州大陸部諸国からの粗糖ダンピングが進行した結果.1876年

頃から粉末糖葉でも安価な甜菜粗糖が用いられ始めたため,西 インドは受皿 を

失 う危機感を強めた.14,。

14)Beachey,RW.,〔2〕.p.5既
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ユ879年,μ ン ドンの 精糖 業者 の集 中 す る地 区 を選 挙 区 とす る保 守 党 議 員 リ ヅ

チRitchie,C.T.の 提 唱 に よ り,彼 を委 員 長 とす る 「本 国 お よ び植 民地 砂糖

業調 査特 別 委 員 会 」SelectCom皿itteeonHomeandColonialSugarIndusしry

が設 置 され.同 委 員会 は翌80年8月.補 助 金 廃 止 の た め の 国際 会 議 の 開 催,更

に外 務 省 に対 して 通商 条約 の改 訂(補 助 金 付 き砂 糖 へ の 相殺 関税 の適 用 を妨 げ

て し1る最 恵 国 条項 の破 棄)を 求 めた が,本 国(マ ー チ ノ ー ら棒 砂糖 業 者 が 中

心)・ 植 民 地(ラ バ ッ ク ら西 イ ン ド委員 会 が 中心)の 双 方 の イ ン タ レ ス ト の 共

闘体 制 が 組 まれ た の は この 前後 の こ と で あ っ た紛 。

d)粉 末 糖 ダ ン ピ ン グの展 開 に よ る危機 の深 刻化(1884～1896)

ユ884年 に ダ ン ピ ン グは熾 烈 さ を増 した が,そ れ は ドイ ツ の生 産 量 ・輸 出 量 の

急 増 と明確 に対 応 して い る(表2,図2参 照)。 まず 精 糖 ダ ン ピ ン グ につ い て。

この 年 か ら英 国特 産 で あ った粉 末糖 につ い て もダ ン ピ ン グが な され,英 国精 糖

業 者 は完 全 に退 路 を 断 たれ た。 しか し一 国規 模 の統 計 数 値 に は表 われ 得 な い地

域 事 情 が なお も伏 在 して い た。 大陸 か らの 甜 菜糖 ダ ン ピ ン グに直 接 晒 され る英

国東 岸 と異 な り,西 岸 で は ダ ン ピ ン グの 波 及 が 遅 れ た 上 に,熱 帯 との交 易 の伝

統 が 根 強 く残 って お り.目.庶粗糖 の 調 達 も比 較 的 容 易 で あ った。1884年 の ダ ン ピ

ン グの激 化 の 際,西 イ ン ド委員 会 が あ らゆ る形 式 で他 の 団体 を も巻 き込 ん だ ア

ジ テ ー シ ョ ンの展 開 を訴 え た が,リ バ プ ール と グ ラ ス ゴ ー の砂 糖 協 会 が積 極 的

姿 勢 を示 さず に頓 挫 した事 実16)は地 域差=品 目差 に起 因す る結 束 の弱 さ を裏 付

けて い る。 次 に粗 糖 ダ ン ピ ン グにつ い て 。英 国 で の粗 糖価 格 は1884年 の ダ ン ピ

ン グ の結 果,西 イ ン ドで の生 産 費以 下 と な り,西 イ ン.ド糖 葉 を一 旦 不 況 に追 い

込 ん だ。 しか し この よ うな粗 糖 価 格 低落 の趨 勢 に対 して,そ の後 西 イ ン ドで な

され た経 営 努 力 は 強 調 して お くに足 る。 確 か に西 イ ン ドか ら英 本 国 へ の粗 糖 輸

出は1882年 の19万 トンか ら1891年 の5万4千 トンへ と一 気 に減 少 し続 け る(図

15)こ の 連 携 につ い て は 西 イ ン ド委 員 会 書 記(Agpinall,A.,〔1ユ,p.384.)お よび 本 国 精 精 業 者

(Ma■tineau,G..〔20〕,p.120)と 双 方 の 当 事 者 に よ って記 録 さ れ て い る。 調 査 委 員 会 の報 告 書 に

つ い て はB.P.P.,〔3〕 参 照 。

16)1Brown,B.日.,〔8〕,p.42.
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図2甜 菜 精 糖 輸 入 先 の 推 移
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3参 照)の であ るが,英 本 国 の代 替市 場 と して 合 衆 国 が 浮 上 し,本 国 での 不 振

の分 を埋 め 合 わ せ て い る。 更 に技 術 革 新 とそれ に伴 う人 件 費 の削 減 に よ っ て,

生 産 費 の 低下 と生 産 に要 す る 時間 の削 減 が 大 幅 に 図 られ た 。 また,合 衆 国 市 場

は西 イ ン ドか ら近 距 離 の た め運 賃 も安 く,欧 州 か らの ダ ン ピ ン グ に拮 抗 し えた 。

例 えば1890年 の ・ミル バ ドス産 糖 の運 賃 はCWtあ た りロ ン ドンま で2～2.5シ リ

ン グで あ った の に ニ ュー ヨー クま で は0.8シ リン グ で済 ん だ 。 この よ うに 西 イ

ン ドの粗 糖 生 産 は そ の経 営 努 力 や 合 衆 国市 場 の近 さ もあ って,粗 糖 ダ ン ピ ン グ 』

に比 較 的 な が く持 ち こた えた 。

ダ ン ピン グ激 化 の 翌 年1885年,「 商 工 業 不 況 調査 委員 会」SelectCommittee
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appointedtoinquireintoDepressionofTradeandIndustryが 設 置 さ れ

た が,同 調 査 委 員 会 の メ ン バ ー に は 砂 糖 イ ン タ レ ス ト を 代 表 し て 西 イ ン ド委 員

会のラパ ックが加えられ,多 数意見 ・少数意見に分裂した同調査委員会報告の

中で,彼 は保護関税 と植民地特恵の実施を求める少数意見の側で論 陣 を張 っ

図3粗 糖輸 入の動向
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〔出 典 〕

〔価 格 〕 図 ユ に 同 じ,〔 輸 入 量 〕 図1に 同 じ,〔 西 イ ン ドの 英 本 国 向 け 〕B.P.P.,〔6],p.

377;Paasche,日.,〔24〕,S,77;H.M.5.0..StatisticalAbst【actfortheseveralBritish

Colonies,PosessionsandProtectoratesineachyearfrom1890toユ904,p.275;

ditto,StatisticalAbstiacヒfortheseveralBritishOverseaDominionsandProtecto-

ratesineachyearfrom1903⑩1917,p.376.7.〔 同,合 衆 国 向 け 〕bureauofSta-

tisLics,SにatisticalAl)stractfortheUnitedStates,1898,PP,307-10;ditto,1906,

PP.476-9.〔 同,カ ナ ダ 向 け ユb・Y.Y.,〔7」,P・403・
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この よ うに,1884年 以 降 の ダ ン ピン グの 進 展 に際 して は,本 国精 糖 業 の不 統

一 と西 イ ン ド側 の積 極 的 な対 処 が 特 徴 的 で あ る。

e)ダ ン ピ ング の激 甚 化 と本 国 ・植 民 地利 害 の 乖離(1896年 以 降)

多 くの論 者 は公 正 貿 易運 動 に於 け る砂糖 イ ン タ レ ス トの活 動 の背 景 と して,

1870～80年 代 の ダ ン ピ ン グの激 し さ を強 調 す る。 しか し,90年 代 に 出来 した状

況 は それ 以 前 とは比 較 を絶 す る規 模 の もの で あ った ことは 図1,図3,図5か

ら明 瞭 で あ る。 と りわ け 図1か らは 甜菜 精 糖 輸 入 の 急 角 度 での 上 昇,そ れ に伴

う精 糖 価 格 の 底 値 の更 新,図3か らは粗 糖 輸 入 に 占 め る甜 菜 糖 比 率 の上 昇(更

に は 粗 糖 輸 入 自体 の 減 少 傾 向)な どが看 取 され る。 そ の 結 果1900年 には 英 国 の

輸 入 す る粗 糖 の8割(精 糖 も含 めれ ば9割)を 大 陸 の 甜 菜糖 が 占 め る に至 った 。

この よ うな 甜 菜 粗 糖 の 比 率 の増 加 を反 映 して精 糖 業者 も,甜 菜粗 糖 の み を原

料 とす る もの,-甘 蔗 粗 糖 の み を原 料 とす る もの1双 方 を原 料 とす る もの,計3

っ に分 かれ たL8)。 中 で もか つ て 反 ダ ン ピ ン グ の拠 点 で あ った ロ ン ドンが 甜 菜粗

糖 の み を原 料 とす る業 者 の拠 点 に変 貌 した こ と の持 つ 意 味 は大 きい。1887年 に

'は ドイ ツ の砂 糖 輸 出組 合 と一 部 の 英 国 精 糖 業 者 に提 携 の動 きさ え見 られ た
。 こ

の よ うに大 勢 は決 し,甜 菜 粗 糖 の 大 量 流 入 ・利 ザ ヤ の減 少 の 中 で,本 国精 糖 業

者 は 薄 利 多 売 に努 め ざ るを 得 な か った 。 また 工 場 も減 少 し続 け た(表3参 照)。

しか しなが ら西 岸 と東 岸 の地 域差 は や は り現 存 し,西 岸 リバ プ ール に は な お

も甘 蔗 糖 が 流 入 し続 け,ダ ン ピ ン グの 被 害 も東 岸 ほ どで は なか った19)。

他 方 で西 イ ン ドは既 に仕 向地 を合 衆 国 に転 換 して お り,本 国 向 け は5～10万

トンの 間 を上下 し続 け る に過 ぎ な か った。 本 国 と と もに 西 イ ン ドも ダ ン ピ ン グ

の 猛威 に晒 され て は いた が,(西 イ ン ド→ 合 衆.国)(欧 州 大 陸 部 諸 国 → 美 本

17)B.P.R〔5〕 お よ び吉 岡 昭彦 〔33〕参 照 。 な おB.P.P.,〔4〕,ゐ 糖 葉 関 係 者証 言 録PP.229-

248.は 砂 糖 イ ンタ レ ス トの 内 部 を窺 わ せ る情 報 に 富 む。

玉8)こ れ はB.P.P.,〔6〕,西 イ ン ド調 査特 別 委 員 会 報 告 書 の 糖 葉 関 係 者証 言 録PP.332-346か ら

知 る こ と が で きる。 同 報 告 書 に誌 され た 情報 は 更 に豊 か で あ る。

19)同 上 証 言 録,para.4214,4240(p.332)お よびpara.42妬 一49(PP.335-6)に よ る。
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表3英 本 国 の精 糖 工 場 数 の推 移

トスリブ

ル
ソドンロ

[ブバリ

ル
ドイラク

計(そ の
他含む) 典 拠

ca.1650 50 Hugil,A.,〔14〕P.27.

ca,1750 120 Ib王d.,P.27.

1800 150 Ibid.,P.29.

1864 14 10 38 2 74 Ibid.,P.29,
Hutcheson,J.M,〔15〕

PP.128-130.

1872 54 B.P.P.,〔6〕P.337.

1882 10 8 8 2 34 Hugil,A.,〔14〕P.30,

Hutcheson,J.M.,〔15〕

loe.e.i亡.

1884 9 10 8 2 29 B,P.P.,〔6〕P.382.

1894 7 8 3 2 20. Ibid..loc,cit.■,

1896 4 5 2 1 ユ2 Ibid.,loc.cit.

1900 5 7 4 1 16 Hugil,A.,〔14〕P.30,

Hutcheson,J,M.,〔15〕

loc.ciし.

1902 15 Beachey,R.W.,〔2〕p.

172.

国)と い う砂 糖 の流 通 経 路 が別 個 に形 成 され っ つ あ った 。 この こ とは西 イ ン ド

イ ン タ レ ス ト.と本 国精 糖 業 者 の共 闘 は既 に物 質 的 基 礎 を欠 いた 甚 だ 理 念 的 な も

の と化 した こ とを意 味 す る。

今 度 は(西 イ ン ド→ 合 衆 国)経 路 も危 機 に 晒 され 始 め る。1896年,ド イ ツ ・

フ ラ ンス は 砂 糖 に対 す る補 助 金 を倍 増 さ せ,1897年 の βン ドソ粗 糖 価 格 は これ

ま で の 底 値 を更 新 した 。 ま た ドイ ツ粗 糖 の合 衆 国 市場 へ の 流 入 は,船 舶 運 賃 へ

の 補 助 金 に支 え られ 同年68万6千 トンに も及 ん だ20)。 合 衆 国市 場 へ の船 舶 運 賃

に 於 て も西 イ ン ド粗 糖 の対 抗 は 困難 とな った 。例 えば この 年 船 舶 に よ る砂 糖 輸

送 費 は,ギ ア ナ～ ニ ュ ー ヨ ー ク間 が1ト ソ当 り9シ リン グ4ペ ンス で あ った の

20)U.S.BureauofStatica,HistoricalAl).tractoftheUnitedStates,1898,PP.307-3工0の 統

計 に よ る 。



自由貿易体制下の英国糖葉(1)(253)131.

に比 して,ハ ンブ ル グ～ ニ ュー ヨ ー ク間 は7シ リ ン グ6ペ ンス で あ る。 か く し

て 粗 糖 価 格 は西 イ ン ドの殆 どの プ ラ ンテ ー シ ョ ンで の生 産 費 を 割 り,当 地 で は

商 人 や 銀 行 の破 産 が続 い て 危機 的 な 状 況 に陥 る。 しか し この状 況 は 同年 の 合 衆

国 の デ ィ ソ グ レー 関税 に よ る ドイ ツ糖 へ の相 殺 関 税 実 施 に よ って よ うや く回 避

され,西 イ ン ドが合 衆 国 を主 た る仕 向地 とす る傾 向 は な お も続 く。

か か る事 態 の推 移 の 中 で,多 くの 島 嶼 では 砂 糖 生 産 の衰 退,他 の農 作 物 へ の

転 換 が始 ま り,砂 糖 とそ の 副 産 物 が 全 輸 出額 に 占 め る比 率 は1896年,53%に 低

下 した。 しか しギ アナ ・ トリニ ダ ド島の 両 産 糖 地 域 の砂 糖 輸 出 額 に 占 め る比 率

は 高 ま り,6割 を しめ るに 至 った23)。

爾 後,砂 糖 ダ ン ピ ン グ問 題 は 関 税 改 革 運 動 の高 揚 の 中 で,す ぐれ て西 イ ン ド

植 民地 救 済 問題 の色 彩 を帯 び る。 本 国精 糖 業 者 の 行 く末 は一 顧 だ に され な か っ

た 。

参 考 文 献

〔1〕Aspina11,A,E.,TheBritishWestIndies,London,1913.

〔2〕Beachey,R.W.,TheBritishWestIndiesSugarIndustryinthelate19th

century,Oxford,BasilBlackwel王,1957.

〔3〕BritishParliamentaryPapers,1880〔106〕XII,``ReportfromtheSelectCo皿 一

mitteeonHomeandColonialSugarIndustry"

〔4〕,1886〔c.4797〕XXIII,``ThirdReportoftheRoyalCommission

appointedtoinquirein亡otheDepressionofTradeandIndustry"

〔5〕,1886〔c,4798〕XXIII,"FinalReportoftheRoyalCommission

appointedtoinquireintotheDepressionofTradeandIndustry"

〔6〕,1898〔c.8655,8656,8657〕L,"ReportoftheWestIndiaRoyal

Commission"

〔7〕,1910〔Ca.4991,5369,5370,5371〕XXI,"ReportoftheRoyalCom-

missiononTraderelationsbetweenCanadaandWestIndies"

〔8〕Brown,B.H.TheTariffReformMovementinGreatBritain1881-1895,

ColumbiaU.P.,1943.

〔g〕Davis,Ralph.,TheIndustrialRevo工utionandBritishOverseasTrade,Lei一

21)B.P.P.,〔6〕,p.9お よ びp.163.所 載 統 計 に よ り算 出。



132(254) 第147巻 第4・5・6号

cesterU.P.,1979,

〔10〕Deer,,Noel.、TheHisヒoryofSugar,2vols.,London,1945-50.

〔1ユ〕Fuchs,C,J.,TheTradePolicyofGreatBritainandher.Coloniessince

1860,London,1905.

〔12〕 平 野 哲 郎 『世 界 の 商 品1一 砂 糖 』 『ア ジ ア 経 済 調 査 研 究 双 書 』145集,ア ジ ア 経 済

研 究 所,ユ968。

〔13〕 堀 宗 一 『日 本 糖 業 政 策 』 糖 葉 研 究 会,1912。
1〔

14〕Hugil,A,SugarandAllthat:ahistoryofTate&Lyle,GentryBooks,1978.

〔15〕Hutcheson,J.M.,NotesontheSugar工ndustryoftheUnitedKingdom,

Greenock,ユ901,

〔16〕 市 川 承 八 郎 「砂 糖 プ ラ ン テ ー シ ョ ン に お け る イ ン ド人 労 働 者 の 輸 入 」 『イ ギ リス

帝 国 主 義 と南 ア フ リ カ』 晃 洋 書 房,1982所 収 。

〔17〕 河 西 勝 「ブ ラ ッ セ ル 砂 糖 協 定 の 成 立(1902年)か ら み た ドイ ツ 農 業 の 特 質 」 北 海

学 園 大 学 『経 済 論 集 』 第23巻 第1号,1975。'

〔18〕 川 北 稔 『工 業 化 の 歴 史 的 前 提 』 岩 波 書 店,1983。

〔19〕 河 津 逞 『本 邦 燐 寸 及 砂 糖 論 』 『最 近 経 済 問 題 』 第8巻 隆 文 館,1910。

〔20〕Martineau,G.,Sugar:CaneandBeet,London,1sted.1910,4thed.1918,

(水 田 栄 雄 訳 『通 俗 砂 糖 問 題 』 台 湾 糖 葉 連 合 会,1912)

〔21〕,AShorthistoryofSugar1856-1916,London,1917.

〔22〕Mintz,S.W.,SweetnessandPower=ThePlaceofSugarinModernHistory,

VikingPenguin,1985.(川 北 稔 ・和 田 光 弘 訳 『甘 さ と権 カ ー 砂 糖 の 語 る近 代 史 』

平 凡 社1ユ988)

〔23〕 農 商 務 省 農 務 局r砂 糖 二 関 ス ル 調 査 』 『農 務 彙 纂 』 第37,1913。

〔24〕Paasche,H.,DieZuckerproduktionderWelt,LeipzigandBerlin,1905.

〔25〕Prinsen-Geer正igs,H,C.,Theworld'sCaneSugarIndustry:pastandpresentナ

Manchester,1912,

〔26〕Schippel,M.,ZuckerproduktionandZuckerprAmienbigzurRrueselerKnn.

vention1902,Stuttgart,1903.

〔27〕Schuchart,T.,DieVolkswirtschaftlicheBedeutungdertechnishenEntwick・

1ungderdeu亡3chenZuGkerindustrie,Leipzig,1908.

〔28〕 台 湾 総 督 府 民 生 部 殖 産 局 『世 界 糖 葉 調 査 資 料 』1912。

〔29〕 糖 葉 改 良 事 務 局 『砂 糖 二 関 ス ル 調 査 』 『農 務 彙 纂 』 第10,1910。

〔30〕Williams,E.,FromColumbus亡OCastro,thehistoryoftheCaribbean1492-

1969,Harper&Row,ユ970.(川 北 稔 訳 『コ ロ ン ブ ス か ら カ ス ト ロ ま で(1)(ロ)』

岩 波 現 代 選 書,1978)



自由貿易体制下り英国精巣(D(255)133

〔31〕 矢 内原忠 雄 『帝 国主義下 の台湾』岩波書店,1929(1988)(『 矢 内原忠雄全集』第

2巻 岩波 書店.1963に 所 収)

〔32〕 油本 豊吉 『ダンピング論 』南窓社,1938。

〔33〕 吉岡 昭彦 「商工業不 況調 査委員会報告書分析」川島武宜 ・松 田智 雄編 『国民経 済

の諸類型』岩波書店,ユ968。


